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０
２
４
年
８
月
８
日
、「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
が

発
表
さ
れ
、
地
震
の
想
定
震

源
域
で
巨
大
地
震
へ
の
注
意
喚
起
が
初

め
て
発
令
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
臨
時
情

報
は
解
除
さ
れ
た
が
、
今
後
も
巨
大
地

震
が
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
。

　

例
え
ば
、
30
年
以
内
70
％
確
率
の

「
首
都
直
下
地
震
」
で
想
定
さ
れ
る
被

害
は
甚
大
だ
。
13
年
12
月
中
旬
に
中
央

防
災
会
議
が
公
表
し
た
首
都
直
下
地
震

（
東
京
湾
北
部
地
震
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
３
）
の
想
定
に
よ
る
と
、
経
済
被

害
は
約
１
１
２
兆
円
に
も
達
す
る
。

　
仮
に
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
国
債
の
発
行
が
必
要
と
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
長
期
金
利
（
国
債
の

利
回
り
）
が
一
時
的
に
ど
の
程
度
上
昇

す
る
か
に
つ
い
て
の
予
測
も
重
要
だ
。

　
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
11
年
に
佐
藤
主

光
・
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
と
の
共
著

論
文
で
利
用
し
た
簡
易
な
マ
ク
ロ
経
済

モ
デ
ル
の
リ
ニ
ュ
ー
を
行
い
、
先
述
の

中
央
防
災
会
議
の
被
害
想
定
を
基
に
長

期
金
利
の
シ
ナ
リ
オ
を
試
算
し
た
。
お

の
お
の
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
１
０
０
０

本
の
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
不
確
実
性
を
含
む
変
数
に
繰
り

返
し
異
な
る
ラ
ン
ダ
ム
な
値
を
用
い
る

こ
と
に
よ
り
、
リ
ス
ク
の
発
生
確
率
に

つ
い
て
妥
当
な
予
測
を
行
う
手
法
）
を

実
施
し
、
そ
の
平
均
値
を
導
い
た
。

　
ま
ず
、
35
年
に
首
都
直
下
地
震
が
起

こ
る
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
震
災
が
な
か
っ

た
場
合
と
比
較
し
て
、
そ
の
数
年
後
に

長
期
金
利
は
最
大
で
１
・
03
％
㌽
も
上

昇
す
る
。
ま
た
、
40
年
に
首
都
直
下
地

震
が
起
こ
る
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
最
大
で

同
１
・
16
％
㌽
も
上
昇
す
る
。
ど
の
シ

ナ
リ
オ
で
も
、
長
期
金
利
が
大
幅
に
上

昇
す
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
日
本
経
済
は
現
在
デ
フ
レ
を
脱
却
し
、

イ
ン
フ
レ
経
済
に
転
換
し
始
め
て
い
る
。

足
元
の
長
期
金
利
は
０
・
８
％
程
度
だ

が
、
日
本
銀
行
は
金
融
政
策
を
徐
々
に

正
常
化
し
て
お
り
、
長
期
金
利
の
上
昇

に
伴
い
、
今
後
は
国
債
の
利
払
い
費
も

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
首
都
直
下
地

震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

国
債
の
利
払
い
費
増
加
や
財
政
赤
字
の

さ
ら
な
る
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
巨
大
震
災
発
生
時
に
は
国
債
を
大

規
模
に
発
行
し
て
で
も
被
災
地
を
復
興

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
有
事
に
も

対
応
で
き
る
財
政
基
盤
を
持
つ
た
め
に
、

今
の
う
ち
に
財
政
的
な
余
力
を
高
め
て

お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
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＊�「首都直下地震がマクロ経済に及ぼす影響についての分析」（佐藤主光、小黒一正�著。内閣府経済社
会総合研究所『経済分析』第184号）のマクロ経済モデルと、中央防災会議の首都直下地震（東京
湾北部地震M7.3）の被害想定を基に筆者試算

2035年に首都直下地震が起こった場合、震災なしのシナリオと
比較して、その数年後の間で長期金利が上昇する最大幅
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